
　大正13 年に人口約５万人の市として誕生した川崎市は、首都圏

に位置し羽田空港にも隣接する利便性の高さなどから、人口、世帯

数ともに増加を続け、今や人口１４８万人、世帯数７０万世帯を超え

る全国でも７番目の規模の都市に成長しました。

　国や多くの自治体が人口減少局面に入るなか、人口増加が続いて

いる川崎市ですが、今後急速に少子高齢化が進み、平成 42

（2030）年をピークに人口減少期へ転換すると見込まれています。

　こうした状況のなか、本市が目指す都市像「成長と成熟の調和に

よる持続可能な最幸のまちかわさき」を進める上で、統計情報は行

政運営における基礎資料として大変重要なものです。

　この「統計データブック」は、「川崎市統計書（平成 27年版）」及

び「大都市比較統計年表（平成 26 年版）」などから、市民生活に関

わりの深い統計情報を中心に、分野別、体系的に整理し、グラフや

解説を加えて分かり易く編集しています。

　本冊子を通して、多くの皆様に活気溢れる本市の現況について

理解を深めていただければ幸いです。

発刊にあたって

平成２８（２０１６）年１０月

川崎市長　　福　　田　　紀　　彦
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統計表中の符号の用法は次のとおりです。
「0」、「0.0」……単位未満
「―」……皆無又は定義上該当数字がないもの
「▲」……マイナス又は比較減を表わす

「Ｘ」……該当数字はあるが発表をさしひかえたもの
「…」……数字が得られないもの
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